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rawソケットトランスポートに関する情報
rawソケットトランスポートは、ライフラインアプリケーションの IPネットワークを介して、
1つのシリアルインターフェイスから別のシリアルインターフェイスに文字のストリームを転
送します。

このドキュメントでは、IR1101の rawソケットトランスポートについて解説し、rawソケット
トランスポートコマンドに関する参照セクションを示します。

rawソケットは、IPネットワークを介してシリアルデータを転送するための方法です。この機
能は、リモートターミナルの単位（RTU）から遠隔監視制御・情報取得（SCADA）データを
転送するのに使用できます。このメソッドは、ブロックシリアルトンネル（BSTUN）プロト
コルに代わるものです。

rawソケットトランスポートは、トランスポートプロトコルとして TCPまたはUDPをサポー
トします。インターフェイスはいずれかのプロトコルを使用するように設定できますが、両方

を同時に使用することはできません。TCPトランスポートは、データの確認応答と連続配信を
必要とする制御アプリケーションなどのアプリケーションに適しています。回線 SELリレー
など、遅延の影響を受けやすいアプリケーションに対して、UDPトランスポートは TCPより
も高速なシリアルデータ転送を提供します。
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rawソケットトランスポートでは、非同期シリアルインターフェイスに対して以下がサポート
されています。

•組み込みの自動 TCP接続再試行メカニズムを装備したトランスポートプロトコルとして
の TCP。

•最大 32の TCPセッション。

•サーバ、クライアント、またはその両方の組み合わせとしてのインターフェイス設定。

•サーバインターフェイス 1つ、ただし複数のクライアントあり。

• VRF認識。ルータは、バーチャルプライベートネットワーク（VPN）仮想ルーティング
および転送（VRF）インターフェイスを介して接続されたサーバホストに rawソケット
トランスポートトラフィックを送信できるようになります。

この項では、次のトピックについて取り上げます。

TCPトランスポート
TCP rawソケットトランスポートは、クライアント/サーバモデルを使用します。1つの非同期
シリアル回線で、最大1つのサーバと複数のクライアントを設定できます。クライアントモー
ドでは、IR1101は rawソケットサーバ（他の IR1101ルータまたはサードパーティ製デバイス
が可能）に対して最大 32の TCPセッションを開始できます。

次の図は、rawソケットの TCP設定の例を示しています。この例では、複数の IR1101ルータ
を含む IPネットワークを介して、RTUとライフライン管理システムの間でシリアルデータが
転送されています。1つの IR1101ルータ（ルータ 1）は rawソケットサーバとして機能し、
rawソケットクライアントとして設定された他の IR1101ルータ（ルータ 2とルータ 3）からの
TCP接続要求をリッスンします。

rawソケットクライアントは RTUからシリアルデータのストリームを受信し、そのバッファ
にこのデータを蓄積してから、ユーザ指定のパケット化基準に基づいてデータをパケットに格

納します。rawソケットクライアントは、rawソケットサーバとのTCP接続を開始し、IPネッ
トワークを介してパケット化データを rawソケットサーバに送信します。これにより、パケッ
トからシリアルデータが取得され、それがシリアルインターフェイスに送信され、ライフライ

ン管理システムに送信されます。
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ルータのシリアルリンクインターフェイスをサーバとして設定する場合、インターフェイス

のピアはクライアントルータのシリアルリンクインターフェイスであり、その逆も同様です。

（注）

UDPトランスポート
UDPトランスポートは、ピアツーピアモデルを使用しています。非同期シリアル回線には複
数の UDP接続を設定できます。

次の図は、rawソケットの UDP設定の例を示しています。この例では、シリアルデータは、
rawソケット UDP対向として設定されている 2つのルータ（ルータ 1は IR1101、ルータ 2は
IR807）を含む IPネットワークを介して RTUとライフライン管理システム間で転送されてい
ます。

この例では、rawソケット UDP対向は RTUからシリアルデータのストリームを受信し、その
バッファにこのデータを蓄積してから、ユーザ指定のパケット化基準に基づいてデータをパ

ケットに格納します。rawソケット UDP対向は、IPネットワークを介してパケット化データ
をもう一方の終端の rawソケットピアに送信します。これにより、パケットからシリアルデー
タが取得され、それがシリアルインターフェイスに送信され、ライフライン管理システムに送

信されます。
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シリアルデータ処理

デフォルトのシリアルプロトコル、非同期通信プロトコルが使用されている場合、rawソケッ
ト対向が受信するシリアルデータストリームは、次の基準に基づいてパケット化されます。

• Packet length：IR1101がシリアルデータを対向に送信する引き金となるパケット長を指定
できます。IR1101がバッファ内にこの量のデータを収集すると、蓄積されたデータをパ
ケット化して rawソケット対向に転送します。

• Packet-timer value：パケットタイマーは、IR1101がストリーム内の次の文字を受信する
まで待機する時間を指定します。パケットタイマーの期限終了までに文字が受信されない

場合、IR1101がバッファ内で累積したデータはパケット化され、rawソケット対向に転送
されます。

• Special character：IR1101がバッファに蓄積されたデータをパケット化して rawソケット
対向に送信する引き金となる文字を指定することができます。特殊文字（CR/LFなど）を
受信すると、IR1101は蓄積されたデータをパケット化して rawソケット対向に送信しま
す。

処理オプションの設定については、6ページの「共通の rawソケットラインオプションの設
定」の手順を参照してください。

VRF対応 rawソケット
VRF対応 rawソケットトランスポート機能を使用すると、VRFを使用して rawソケットトラ
フィックを分離し、シリアルデータを効率的に管理および制御することができます。VRFを
設定したら、rawソケットトランスポート用に設定されたシリアルインターフェイスを VRF
に関連付けることができます。設定例については、rawソケット VRF（16ページ）を参照し
てください。

前提条件
使用するネットワークデバイスとインターフェイスを含め、ネットワーク内で rawソケット
トラフィックが転送される方法、ルータがシリアルデータをパケット化する方法、VRFを使
用するかどうかを決定します。
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注意事項と制約事項
通常、UDPトラフィックはネットワーク内のファイアウォールによってブロックされます。
ネットワークにこうしたファイアウォールがある場合は、rawソケットUDPトラフィックを許
可するようにピンホールを設定してください。

rawソケット機能強化
この機能強化により、ユーザーは書き込みソケットで使用できる最大再試行回数を入力できま

す。再試行回数の範囲は 1～ 1000回です。デフォルトの再試行回数は 10回です。この機能に
対応するために、raw-socket tcp max-retries <1-1000>という新しい CLIが作成されました。
<1-1000>は最大再試行回数です。

デフォルト設定

デフォルト設定機能

無効rawソケットトランスポー
ト

パケット長は設定されていません。パケット長

非同期通信プロトコルシリアルプロトコル

15ミリ秒パケットタイムアウト

特殊文字は設定されていません。特殊文字

Best-effortモードはオフになっており、IR1101ではサポートさ
れていません。

rawソケットモード

5分TCPアイドルタイムアウト

rawソケットトランスポートの設定
この項では、次のトピックについて取り上げます。
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シリアルインターフェイスで rawソケットトランスポートを有効化
IR1101ルータで rawソケットトランスポートを有効にするには、最初に非同期シリアルポー
トを有効にし、そのポートに対して rawソケット TCPまたは UDPカプセル化を有効にする必
要があります。

始める前に

IR1101のシリアルポートが使用可能かどうかを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

async slot/portのインターフェースのコマンドモード
を開始します。

interface async0/slot /portステップ 2

インターフェイスで IP処理を無効にします。no ip addressステップ 3

シリアルポートの rawソケット TCPカプセル化ま
たは UDPカプセル化を有効にします。

次のいずれかを実行します。ステップ 4

• encapsulation raw-tcp
• encapsulation raw-udp

例：シリアルポートの有効化

次に、シリアルポート 0/2/0を有効にし、そのポートで rawソケット TCPカプセル化を有効に
する例を示します。

router# configure terminal
router(config)# interface async0/2/0
router(config-if)# no ip address
router(config-if)# encapsulation raw-tcp
router(config-if)# exit

共通の rawソケットラインオプションの設定
回線上のすべての接続に共通するオプションを設定できます。共通のオプションは、TCPと
UDPの両方に適用されます。

始める前に

シリアルインターフェイスで rawソケットトランスポートを有効化（6ページ）の説明に
従って、rawソケットトランスポートを有効にします。

rawソケットトランスポート
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

シリアルスロット /ポートのラインコマンドモー
ドを開始します。

line 0/slot /portステップ 2

IR1101がシリアルデータを対向に送信する引き金
となるパケット長を指定します。IR1101がバッファ

raw-socket packet-length lengthステップ 3

内にこの大量のデータを蓄積すると、蓄積された

データをパケット化して rawソケット対向に転送し
ます。

length：2～ 1400バイト。

デフォルトでは、パケット長トリガーは無効になっ

ています。

IR1101がストリーム内の次の文字を受信するまで待
機する最大時間をミリ秒単位で指定します。パケッ

raw-socket packet-timer timeoutステップ 4

トタイマーの期限終了までに文字が受信されない場

合、累積したデータはパケット化され、rawソケッ
ト対向に転送されます。

timeout：3～ 1000ミリ秒。

デフォルトは 15ミリ秒です。

バッファに蓄積されたデータをパケット化して raw
ソケット対向に送信するように IR1101をトリガー
する文字を指定します。

raw-socket spec-char ascii_charステップ 5

ascii_char：0～ 255。

デフォルトでは、特殊文字トリガーは無効になって

います。

次のタスク

デフォルト値に戻すには、これらのコマンドの no形式を使用します。

例：共通の Rawソケット回線オプション

router# configure terminal
router(config)# line 0/2/0
router(config-line)# raw-socket packet-length 32
router(config-line)# raw-socket packet-timer 500
router(config-line)# raw-socket special-char 3
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rawソケット TCPの設定
rawソケットTCPカプセル化を有効にした後、TCPサーバまたはクライアントを設定します。

rawソケット TCPサーバの設定

始める前に

シリアルインターフェイスで rawソケットトランスポートを有効化（6ページ）の説明に従っ
て、そのポートのシリアルポートおよび rawソケット TCPカプセル化を有効にします。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminalステップ 1

シリアルスロット /ポートのラインコマンドモー
ドを開始します。

line 0/slot /portステップ 2

非同期回線インターフェイスの rawソケットトラン
スポート TCPサーバを起動します。rawソケット

raw-socket tcp server port [ip_address ]ステップ 3

サーバモードでは、IR1101は rawソケットクライ
アントからの着信接続要求をリッスンします。

port：サーバがリッスンするポート番号。

ip_address：（任意）サーバが接続要求をリッスンす
るローカル IPアドレス。

非同期回線インターフェイスの rawソケットトラン
スポート TCPセッションタイムアウトを設定しま

raw-socket tcp idle-timeout session_timeoutステップ 4

す。この間隔でクライアントとサーバの間でデータ

が転送されない場合、TCPセッションは終了しま
す。その後、クライアントはサーバとの TCPセッ
ションの再確立を自動的に試みます。

このタイムアウト設定は、この特定の回線のすべて

の rawソケットトランスポート TCPセッションに
適用されます。

session_timeout：設定されているセッションアイド
ルタイムアウト（分）。デフォルトは 5分です。

次のタスク

rawソケット TCPサーバを削除するには、no raw-socket tcp serverコマンドを使用します。

rawソケットトランスポート
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例：Rawソケット TCPサーバー

次の例は、非同期シリアル回線の rawソケット TCPサーバを設定する方法を示しています。
TCPサーバは、ローカルポート 4000およびローカル IPアドレス 10.0.0.1で TCPクライアン
ト接続要求を待ち受けます。rawソケット TCPサーバと TCPクライアントのいずれかの間で
10分間データが交換されない場合、TCPセッションが終了し、rawソケットクライアントは
rawソケットサーバとのセッションの再確立を試行します。

router# configure terminal

router(config)# line 0/2/0
router(config-line)# raw-socket tcp server 4000 10.0.0.1
router(config-line)# raw-socket tcp idle-timeout 10
router(config-line)# exit
router(config)#

rawソケット TCPクライアントの設定

始める前に

シリアルインターフェイスで rawソケットトランスポートを有効化（6ページ）の説明に従っ
て、そのポートのシリアルポートおよび rawソケット TCPカプセル化を有効にします。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminalステップ 1

シリアルスロット /ポートのラインコマンドモー
ドを開始します。

line 0/slot /portステップ 2

rawソケットトランスポートTCPクライアントセッ
ションの設定を指定します。

raw-socket tcp client dest_ip_address dest_port
[local_ip_address ] [local_port ]

ステップ 3

dest_ip_address：リモート rawソケットサーバの宛
先 IPアドレス。

dest_port：リモートサーバへのTCP接続に使用する
宛先ポート番号。

local_ip_address：（任意）クライアントがバインド
できるローカル IPアドレス。

local_port：（任意）クライアントがバインドできる
ローカルポート番号。

非同期回線インターフェイスの rawソケットトラン
スポート TCPセッションタイムアウトを設定しま

raw-socket tcp idle-timeout session_timeoutステップ 4

す。この間隔でクライアントとサーバの間でデータ

が転送されない場合は、TCPセッションが閉じられ

rawソケットトランスポート
9

rawソケットトランスポート

例：Rawソケット TCPサーバー



目的コマンドまたはアクション

ます。その後、クライアントはサーバとのTCPセッ
ションの再確立を自動的に試みます。

このタイムアウト設定は、この特定の回線のすべて

の rawソケットトランスポート TCPセッションに
適用されます。

session_timeout：設定されているセッションアイド
ルタイムアウト（分）。デフォルトは 5分です。

非同期回線インターフェイスの rawソケットトラン
スポートTCPセッションのキープアライブインター

raw-socket tcp keepalive intervalステップ 5

バルを設定します。ルータは、設定された間隔に基

づいてキープアライブメッセージを送信します。た

とえば、セルラーインターフェイスを介して raw
TCPトラフィックを送信するとき、この間隔の設定
が必要な場合があります。

interval：現在設定されているキープアライブイン
ターバル（秒単位）。範囲は 1～ 864000秒です。
デフォルト値は 1秒です。

次のタスク

rawソケット TCPクライアントを削除するには、no raw-socket tcp clientコマンドを使用しま
す。

例：Rawソケット TCPクライアント

次の例は、非同期シリアル回線の rawソケット TCPクライアントを設定する方法を示してい
ます。rawソケットクライアントとして機能する IR1101（ルータ）は、rawソケットサーバと
の TCPセッションを開始し、パケット化されたシリアルデータをそのサーバに転送します。
ルータは、バッファ内のシリアルデータのストリームを収集します。バッファに827バイト蓄
積されると、ルータはデータをパケット化して rawソケットサーバに転送します。ルータと
rawソケットサーバの間で 10分間データが交換がされないと、rawソケットサーバとの TCP
セッションが終了し、ルータは rawソケットサーバとのセッションの再確立を試みます。

router# configure terminal
router(config)# line 0/2/0
router(config-line)# raw-socket tcp client 10.0.0.1 4000
router(config-line)# raw-socket packet-length 827
router(config-line)# raw-socket tcp idle-timeout 10
router(config-line)# exit
router(config)#
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rawソケット UDPピアツーピア接続の設定
rawソケット UDPカプセル化および共通回線オプションを有効にした後、rawソケット UDP
ピアツーピア接続を設定します。接続の一端のローカルポートは、もう一方の端の宛先ポート

である必要があります。

始める前に

シリアルインターフェイスで rawソケットトランスポートを有効化（6ページ）の説明に従っ
て、そのポートのシリアルポートおよび rawソケット UDPカプセル化を有効にします。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminalステップ 1

シリアルスロット /ポートのラインコマンドモー
ドを開始します。

line 0/slot /portステップ 2

rawソケットトランスポート UDP接続を指定しま
す。

raw-socket udp connection dest_ip_address dest_port
local_port [local_ip_address ]

ステップ 3

dest_ip_address：UDP接続に使用する宛先 IPアドレ
ス

dest_port：UDP接続に使用する宛先ポート番号。

local_port：UDP接続のローカルポート番号。

local_ip_address：（任意）UDP接続のローカル IP
アドレス。

次のタスク

rawソケットUDP接続を削除するには、no raw-socket udp connectionコマンドを使用します。

例：Rawソケット UDP接続

以下は、ルータ A（ローカル IPアドレス 192.168.0.8）とルータ B（ローカル IPアドレス
192.168.0.2）との間に rawソケット UDP接続を設定する方法を示しています。

ルータ A

router# configure terminal
router(config)# line 0/2/0
router(config-line)# raw-socket udp connection 192.168.0.2 5000 7000
router(config-line)# exit
router(config)#

rawソケットトランスポート
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ルータ B

router# configure terminal
router(config)# line 0/2/0
router(config-line)# raw-socket udp connection 192.168.0.8 7000 5000
router(config-line)# exit
router(config)#

rawソケットキープアライブ設定 CLI
非同期インターフェイスの rawソケットキープアライブは、従来の IOSプラットフォームに存
在していた機能の 1つです。17.10.1aの一部として、この機能は IOS-XEベースのプラット
フォームに拡張されます。次の構文を持つ新しい CLIが rawソケットの下に追加されます。
Router(config-line)#raw-socket tcp keepalive interval

CLIの変更

17.10.1a以降の IOS-XEプラットフォームでは、CLIの修正があり、追加の CLIが rawソケッ
トの一部として追加されました。

修正は、raw-socket idle timeoutコマンドに対するものです。以前の設定では分のみを使用して
いましたが、分と秒に基づいてタイムアウトを設定するオプションが追加されました。

Router(config-line)# raw-socket tcp idle-timeout [0-1440] [<0-59> | cr]

追加のCLIは、rawソケットTCPクライアントをクリアするためのものです。コマンドの構文
は clear raw-socket line [1-145|tty|x/y/z]です。例：

Router# clear raw-socket line 0/2/0

clear raw-socket lineを開始すると、show raw-socket tcp sessionsコマンドから rawソケットクラ
イアントの rawソケットセッションがクリアされます。接続は、TCPハンドシェイク後に再確
立されます。これは、TCP接続インターフェイスで shut/no shutを実行することで達成できま
す。

（注）

rawソケットトランスポートに対する YANGデータモデ
ルのサポート

リリース 17.2.1では、追加の YANGデータモデルに対するサポートが追加されています。こ
れらの追加モデルには、rawソケットトランスポートが含まれています。

YANGデータモデルは次の URLで確認できます。

https://github.com/YangModels/yang/tree/master/vendor/cisco/xe/1721

rawソケットトランスポート
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メインの Cisco-IOS-XEネイティブモデルに属する rawソケットには 2つの機能モジュールが
あります。その内容は次のとおりです。

• Cisco-IOS-XE-rawsocket.yang

このモジュールには rawソケットトランスポートのコンフィギュレーションコマンドのYANG
定義のコレクションが含まれています。

次に、このモジュールに対応する CLIコマンドを示します。

# encapsulation raw-tcp
# encapsulation raw-udp
# raw-socket packet-length <length>
# raw-socket packet-timer <timer>
# raw-socket special-char <value>
# raw-socket tcp server <port> <ip>
# raw-socket tcp idle-timeout <value>
# raw-socket tcp client <dest-ip> <dest-port>
# raw-socket tcp idle-timeout <timeout>
# raw-socket tcp tcp-session <value>
# raw-socket tcp dscp <value>
# raw-socket udp connection <dest-ip> <dest-port> <local_port>

• Cisco-IOS-XE-rawsocket-oper.yang

このモジュールには、rawソケットトランスポートの運用データのYANG定義のコレクション
が含まれています。

次に、このモジュールに対応する CLIコマンドを示します。

# show raw udp statistics
# show raw tcp statistics
# show raw tcp session
# show raw udp session
# show raw tcp session local
# show raw udp session local

次に、依存モジュールのリストを示します。

• Cisco-IOS-XE-native

• Cisco-IOS-XE-features

• ietf-inet-types

• Cisco-IOS-XE-interfaces

• Cisco-IOS-XE-ip

• Cisco-IOS-XE-vlan

• ietf-yang-types @（すべてのリビジョン）

• cisco-semver
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設定の確認

目的コマンド

アクティブな機能とその設定を含む IR1101の設定を表示しま
す。

show running-config

rawソケットトランスポート TCPアクティビティに関する情報
を表示します。

show raw-socket tcp detail

rawソケットトランスポート TCPセッションに関する情報を表
示します。

show raw-socket tcp sessions

各非同期シリアル回線の rawソケットトランスポートTCP統計
情報を表示します。

show raw-socket tcp statistics

rawソケットトランスポートUDPアクティビティに関する情報
を表示します。

show raw-socket udp detail

rawソケットトランスポートUDPセッションに関する情報を表
示します。

show raw-socket udp sessions

各非同期シリアル回線の rawソケットトランスポート UDP統
計情報を表示します。

show raw-socket udp statistics

特定のTTYインターフェイスまたはすべての非同期シリアル回
線の rawソケットトランスポート統計情報をクリアします。

clear raw-socket statistics

設定例
次のセクションでは、rawソケットトランスポートの設定例を示します。

rawソケット TCP
次の例は、ある IR1101ルータ（ルータ 1）がサーバとして機能し、別の IR809（ルータ 2）が
クライアントとして機能する rawソケットトランスポートの設定を示しています。

rawソケットトランスポート
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次の表は、上図で強調表示されているサーバーとクライアント IR1101の設定を示しています。

IR807クライアント設定IR1101サーバ設定

...
interface async0
no ip address
encapsulation raw-tcp
!
interface async1
no ip address
encapsulation raw-tcp
!
...
line 1
raw-socket tcp client 10.0.0.1 5000 10.0.0.2 9000

raw-socket packet-length 32
raw-socket tcp idle-timeout 5
line 2
raw-socket tcp client 10.0.0.1 5000 10.0.0.2 9001

raw-socket packet-length 32
raw-socket tcp idle-timeout 5

...
interface async0/2/0
no ip address
encapsulation raw-tcp
!
...
line 0/2/0
raw-socket tcp server 5000 10.0.0.1

raw-socket packet-timer 3
raw-socket tcp idle-timeout 5
...

rawソケット UDP
次の例は、2つの IR1101ルータ間の rawソケット UDP接続の設定例を示しています。

Router1から

interface GigabitEthernet0/1
ip address 192.168.0.8 255.255.255.0
duplex auto
speed auto
interface async0/2/0
no ip address
encapsulation raw-udp
line 0/2/0
raw-socket udp connection 192.168.0.2 2 2
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Router2から

interface GigabitEthernet0/1
ip address 192.168.0.2 255.255.255.0
load-interval 60
duplex auto
speed auto
no keepalive
interface async0/2/0
no ip address
encapsulation raw-udp
line 0/2/0
raw-socket udp connection 192.168.0.8 2 2

rawソケット VRF
次の例は、rawソケットトランスポート用に設定された 2台のルータが VRFを介して接続す
る rawソケットVRFの設定を示しています。Router1は rawソケット TCPサーバとして機能す
る IR1101で、Router2は rawソケット TCPクライアントとして機能する IR807です。

以下は、上図に示す Router1と Router2の設定です。

Router1の設定

ルータに VRFを定義：

vrf definition router1
rd 100:1
route-target export 100:3
route-target import 100:3
!
address-family ipv4
exit-address-family

インターフェイスに VRF設定を適用：

interface GigabitEthernet0/0
vrf forwarding router1
ip address 100.100.100.2 255.255.255.0

rawソケットトランスポート
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duplex auto
speed auto

シリアルインターフェイスに raw TCPを適用：

interface async0/2/0
vrf forwarding router1
no ip address
encapsulation raw-tcp

回線に raw TCPを適用：

line 0/2/0
raw-socket tcp server 5000 4.4.4.4

Router2の設定

ルータに VRFを定義：

vrf definition router1
rd 100:1
route-target export 100:3
route-target import 100:3
!
address-family ipv4
exit-address-family

インターフェイスに VRF設定を適用：

interface GigabitEthernet0/0
vrf forwarding router1
ip address 100.100.100.1 255.255.255.0
duplex auto
speed auto

シリアルインターフェイスに raw TCPを適用：

interface async0
vrf forwarding router1
no ip address
encapsulation raw-tcp

回線に raw-tcpを適用：

line 1
raw-socket tcp client 4.4.4.4 5000
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


